
2018 2019 2020 計 2018 2019 2020 計
計画 6,929 6,929 6,929 20,787 3,464 3,464 3,464 10,392
実績 6,703 4,590 決算後公表 11,293 3,352 2,295 決算後公表 5,647
実績 4,590 4,590 決算後公表 9,180 2,295 2,295 決算後公表 4,590
実績 2,113 0 決算後公表 2,113 1,057 0 決算後公表 1,057

計画 実績
達成〇
未達成×

計画 実績
達成〇
未達成×

計画 実績
達成〇
未達成×

計画 実績
達成〇
未達成×

計画 実績 達成率

KPI1 （人） － 241 － 10 21 〇 15 1 × 30 決算後公表 55 22 40.0%
KPI２ （％） － 31 － 1 2 〇 3 － － 5 決算後公表 9 2 22.2%
KPI３ （千円） － 0 － 150 196 〇 350 294 × 500 決算後公表 1,000 490 49.0%
KPI４ （千円） － 36,921,507 － 369,215 2,428,353 〇 369,215 2022年公表 738,430 2023年公表 1,476,860 2428353 164.4% 所得推計公表後

4 4 4 4 4
0 4 0 0 0

事業進捗

【DO】

効果検証
分析

【Check】

改善点
【Action】

【Plan】 千円

地方創生推進交付金：水俣地域次世代ヘルスケア総合事業
重要業績評価指標（KPI）調書

地域再生計画 環境・健康・経済が好循環する「環境福祉モデル都市みなまた」推進計画

事業概要
医療、福祉施策の向上に関し、先端技術の導入と地域住民・事業者への教育啓発、及び水俣市の観光資源、食等の地域資源を組み合わせ、「健康」をキーワードにした産業づくり、働く場づくりを行うとともに、ひ
いては健康関連産業の集積を図る。また、行政においては当該事業を通し、市民の健康増進、将来的な医療費の適正化につなげるものとする。

自　平成30年3月
至　平成32年3月基本目標１ 若者の新たな雇用の場の創出 － ５年で50人

水俣市総合戦略の目標 項目（KPI) 　基準値（2014年度） 目標値（2019年度） 地域再生計画
計画期間

水俣を支える産業づくり・安定した雇用の確保市内事業所従業者数 10,811人 10,911人
基本目標２ 観光入込客数 520,253人 ５％増
水俣で夢を叶える人を育てる・呼び込む UIJターンの移住者数 － ５年で10人
基本目標４ 地域医療体制について満足と感じる市民の割合（アンケート結果） 14.90% 30%
誇れるふるさと・みなまたをつくる 市内の医療・福祉事業所における従業者数（人口1千人あたり） 90人 ５％増

事業実績
総事業費（千円） 交付金額（千円）

特定健診受診率

水俣地域次世代ヘルスケア総合事業

　①遠隔システムを活用した健康増進事業
　②体験型健康医学教室による教育啓発・人材育成事業

　　KPI（事業の実施状況に関する客観的な指標）

2019（H31・R1）増加分 2020（R2・H32）増加分 KPI増加分の累計

備考

医療産業における新規雇用者数

事業開始前 2018（H30）増加分

ヘルスケア関連商品の売上
雇用者報酬及び個人企業所得（合算）

KPI達成状況
KPI数

有　　　・　　　無

KPI数 KPI数 KPI数
達成数 達成数 達成数 達成数 達成数

KPI数

「有」の場合、その増減額

2019年度

①遠隔システムと既存の採血検査キットあるいは検体測定室を組み合わせた、予備検診の実施・実証等について、子育て世代等を中心に市民約70名に実施。また、国保水俣市立総合医療センターの協力も得ら
れた。

②体験型健康医学教室を、市民約40人を対象に実施。介護・福祉事業関連職員の参加もあり、昨年度より広がりがみられた。

医療機関や介護福祉事業所等との連携が進み、着実に成果（KPIの達成）に近づいているものと思われる。令和2年度においても、連携の深化や事業の多様化を計画していることから、継続して実施することにより
地域における、医療産業の育成や高度化等につながるものと思われる。

検証結果の反映状況 具体的内容

地域再生計画の見直し

有　　　・　　　無

次年度以降の
事業内容

その他KPIを向
上させる取組

・健康ポイント制度の活用及び連携検討

次年度以降事業への反映
具体的内容


